
 

  
緑風冠高校は、平成 18年に大東市深野に開校した、普通科専門コース制の高校です。生徒自身が自分の進路

や適性に合わせて授業を選択し、主体的に学んでいます。平成 27年 4月、枚方市のむらの高等支援学校の開校

と同時に、緑風冠高校に共生推進教室（愛称：ヒカリ教室）が設置されました。 

生徒たちは、たくさんの仲間と過ごし、学習・行事・クラブ活動などのさまざまな経験をする中で、充実した

学校生活を送るとともに、将来の就労を通じた社会的自立をめざし、自立心や社会性などの力をつけていきます。 

ヒカリ教室とは・・・ 

障がいのある生徒がのびのびと高校生活を送り、思う存分輝く存在になってほしい、そして、 

支え助ける生徒たちに、「いろいろな人があたりまえに存在し、お互いに助け合う」という理想 

の社会の実現への道を示す一筋の光となってほしい、という願いを込めてつけました。 

 

☆共生推進教室の生徒は・・・ 

・緑風冠高校のクラスの一員として、授業・ホームルーム活動や、体育祭・文化祭などの学校行事に参加します。 

・クラブ活動では、緑風冠高校の生徒として大会や発表会などに参加することができます。 

・学籍は「むらの高等支援学校」です。卒業時は、むらの高等支援学校より「卒業証書」、緑風冠高校より 

「修了証書」が授与されます。  

 

☆学校生活について 

【月、水、木、金（週４日）】 

緑風冠高校でクラスの友達とともに学びます。 

【火曜日（週１日）】 

むらの高等支援学校で職業について学びます。 

 

☆めざす『３つの力』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共生推進教室『ヒカリ教室』 

大阪府立緑風冠高等学校 

他の人びとと『ともに生きる力』 

 学校行事など、クラスのみんなと協力して取りくみ、様々な 

経験を通じて、助け合うことの大切さを学びます。 

  

  

生活するうえで必要な『基礎的な学びの力』 

 自立活動や抽出の授業で、生活に必要な知識やルール・マナー

など、社会で生きていくために必要な力を身につけます。 

  

社会的に『自立するための力』 

 体験的な学習や職場実習などの進路学習を通じて、自分の将来 

について考え、自立生活を送るための心を育てます。 

  



☆緑風冠高校でのヒカリ教室生徒の学びについて 
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☆職場実習について 

卒業後の就労を見据えて、1年次より職場体験、職場実習を進めていきます。 

    1回目           2回目 

1年生  6月 職場体験実習等（半日）      12月 職場体験実習（1週間） 

2年生  6月 職場体験実習（2週間）      11月 職場体験実習（2週間） 

3年生  随時 職場実習（現場実習）（期間は事業所と調整） 
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ヒカリ教室生徒の時間割（例） 

昼食：ヒカリ教室、HR教室、食堂など 

給食はありません。 

帰りの連絡：一日の振り返り、連絡帳の返却、

翌日の予定の確認。 

その後、クラブ活動に参加または下校します。 

多くの授業は他の生徒と共に教室で受けます。必要に応じて教員や学習サポーターが付添い、支援します。 

ヒカリ教室の生徒は、 

① たくさんの仲間と過ごし、さまざまな経験をする中で、他の人々とともに生きる力を身につけます。 

② ヒカリ教室生徒だけの少人数・個別学習を通じて、基礎的な学びの力を身につけます。 

③ 自立活動では、卒業後の就労を含めて社会的に自立するための力を身につけます。 

大阪府立緑風冠高等学校 
〒574-0072 大東市深野 4-12-1   

TEL （072）871－5473 ・FAX （072）875－6319 

ホームページ http://www.osaka-c.ed.jp/ryokufukan/ 

自立活動・ヒカリ数学・ヒカリ英語：  

ヒカリ教室生徒だけの少人数・個別授業です。 

入学者選抜方針について 

＜志願できる者＞ 

共生推進教室を志願することのできる者は、本人及び保護者の住所が原則として大阪府内にある者のうち、 

次の（1）から（3）のいずれにも該当する者とする。 

（1）大阪府内の中学校等を卒業する見込みの者 

（2）療育手帳を所持している者又は児童相談所等の公的機関により知的障がいを有すると判定を受けた者 

（3）自主的な通学が可能である者 

＜選抜方法等＞ 

①選抜資料・・・調査書、推薦書、面接（自己申告書に基づく）の評価 

②面接方法・・・個人面接とし、保護者同伴を原則とする。 

※入学者選抜の制度については、大阪府教育庁の正式な発表を必ずご確認ください。 

ヒカリ朝の会：  

連絡帳の提出、一日の予定の確認、体調確認。 

むらのでの授業： 週 1回（火曜日）はむらの高等支援学校へ通い、職業に関する学習をします。 

http://www.osaka-c.ed.jp/ryokufukan/

